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【ギャラリーいけだ】
●第２回島田憲次油絵作品展
●近藤幸子展 Ⅲ 感謝
●第4回池田市ゆかりの作家達“昭和…あの頃”
●2013 FINAL Exhibition
　久保義裕「絹絵の世界展」 

～12/2㈪
12/4㈬～9㈪

12/11㈬～16㈪

12/18㈬～23㈷

～12/2㈪
12/4㈬～9㈪
12/4㈬～9㈪

12/11㈬～16㈪

12/18㈬～23㈷

【ギャルリVEGA】
●Kibecraft Exhibition
●Ki:Ki工房作陶展2013「陶・自由形」
●宮山博司水彩作品展
●江原和足展 「レールのある風景」―昭和の残像―
●大阪青山大学・大阪青山短期大学
　第８回「アソビと造形」展

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日、12/24㈬～１/７㈪
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

皆
さ
ん
で
活
性
化
を

年
）、
第
二

回
（
１
９
５

１
年
）
の
市

議
会
議
員
選

挙
で
は
、
定

数
30
人
の
と

こ
ろ
に
50
人

以
上
が
立
候

補
し
、
有
権

者
は
２
万
人

台
の
前
半
か

ら
半
ば
く
ら
い
、
投
票
率
は
80
㌫
前
後
と

高
い
。
ま
た
、
当
選
に
必
要
な
平
均
得
票

数
は
約
５
０
０
で
、
ほ
ぼ
顔
見
知
り
の
範

囲
で
あ
る
。
多
く
の
住
民
は
近
隣
の
顔
見

知
り
を
選
ん
だ
。
投
票
率
が
高
か
っ
た
の

は
、
そ
の
地
縁
の
強
さ
に
よ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

池
田
市
で
は
、
池
田
・
呉
服
（
旧
池
田

町
）・
北
豊
島
（
旧
北
豊
島
村
）・
細
河
（
旧

細
河
村
）・
秦
野
（
旧
秦
野
村
）
の
小
学

校
区
が
、
戦
後
も
地
域
社
会
の
単
位
と
し

て
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
。
聯
合
町
会
や

消
防
団
な
ど
の
設
置
単
位
で
あ
る
。
議
員

数
を
居
住
地
別
に
見
る
と
、
校
区
別
の
人

口
割
合
に
比
例
し
て
い
る
。
市
議
会
に
は

戦
後
、
新
人
が
大
幅
に
進
出
し
た
。
し
か

し
、戦
後
の
市
議
会
も
近
隣
社
会（
校
区
）

の
代
表
者
の
寄
り
合
い
と
い
う
点
で
は
、

戦
前
以
来
の
姿
を
引
き
継
い
で
い
た
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

前
の
よ
う
に
あ
り
ま
し
た
な
」（
２
０
０

７
年
４
月
25
日
採
話
）。

　

１
９
４
６
年
に
市
役
所
に
勤
め
た
若
生

正
も
、
戦
後
初
期
の
役
所
の
風
景
を
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「（
給
料
は
）
い
ゃ

〜
安
か
っ
た
で
す
ね
ぇ
」。
兵
隊
の
服
装

で
、
飯
ご
う
に
昼
飯
用
の
み
そ
汁
を
入
れ

て
、「
チ
ャ
ポ
ン
、
チ
ャ
ポ
ン
」
鳴
ら
し

な
が
ら
役
所
に
通
う
人
も
い
た
（
２
０
０

６
年
３
月
16
日
採
話
） 

。

　

森
久
巳
は
、
１
９
５
６
年
に
お
じ
さ
ん

の
紹
介
で
池
田
市
に
採
用
。「
役
場
は
の

ん
び
り
し
て
ま
ん
が
な
」「
活
力
と
い
う

か
活
発
さ
と
い
う
か
生
気
と
い
う
か
、
そ

ん
な
ん
は
な
か
っ
た
」。
森
は
学
卒
で
、

採
用
の
日
に
武
田
市
長
か
ら
「
五
月
丘
の

開
発
を
や
れ
」
と
言
わ
れ
た
。「
開
発
い

わ
れ
て
も
ね
、
見
当
つ
け
し
ま
へ
ん
」。

開
発
の
勉
強
は
「
神
戸
市
の
専
門
家
の
人

に
付
き
っ
切
り
で
教
え
て
も
ら
い
」「
あ

の
地
区
、
毎
日
毎
日
歩
い
て
、
こ
う
い
う

ふ
う
な
区
域
に
し
よ
う
」
と
調
査
を
重
ね

た
。
の
ん
び
り
し
た
役
所
の
空
気
に
、「
僕

ら
テ
ン
ポ
合
わ
し
ま
へ
ん
」
と
感
じ
た
と

い
う
（
２
０
０
６
年
６
月
14
日
採
話
）。

　

１
９
５
０
年
代
の
半
ば
ご
ろ
、
役
所
の

雰
囲
気
に
変
化
の
兆
し
が
現
れ
た
。
森
の

言
葉
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
き
っ
か

け
は
、
五
月
ケ
丘
住
宅
団
地
建
設
と
い
う

大
事
業
の
開
始
で
あ
っ
た

　

池
田
市
の
戦
後
第
一
回
（
１
９
４
７

　　

敗
戦
後
、
地
方
自
治
法
が
制
定
さ
れ
市

政
は
民
主
化
さ
れ
近
代
化
さ
れ
た
。
し
か

し
、
制
度
が
一
新
し
て
も
変
身
は
容
易
で

は
な
い
。
前
号
ま
で
の
武
田
市
長
に
続
い

て
、
池
田
市
役
所
と
市
議
会
の
姿
を
見
て

み
た
い
（
以
下
、
敬
称
略
）。

　

井
上
丞
二
は
、
職
業
紹
介
所
の
紹
介
で

１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
に
市
役
所
に
就

職
し
た
。「
あ
ん
た
給
料
な
ん
ぼ
い
る
」

と
聞
か
れ
た
の
で
、「
お
任
せ
し
ま
す
」

と
答
え
た
と
い
う
。
在
職
中
に
軍
隊
に
召

集
さ
れ
１
９
４
５
年
10
月
に
復
帰
し

た
。
戦
後
は
「
ち
ょ
っ
と
和
や
か
に
な
っ

て
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
感
じ
た
（
２
０

０
７
年
３
月
19
日
採
話
）。

　

冨
士
井
勘
一
が
市
役
所
に
入
っ
た
の

は
、
敗
戦
の
年
の
９
月
、
親
類
の
紹
介
と

い
う
。
当
時
、
職
員
は
「
70
人
も
お
っ
た

か
な
ぁ
」。
池
田
は
ま
だ
「
田
舎
町
」
で
、

職
員
に
は
地
元
で
百
姓
を
す
る
人
も
お

り
、「
お
金
に
あ
ん
ま
り
困
っ
た
は
れ
へ

ん
人
が
多
か
っ
た
」。
農
繁
期
に
な
る
と

２
日
ほ
ど
役
所
を
休
む
職
員
が
「
当
た
り

役
場
の
風
景

市史編纂だより
さん

101

「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　
　

に
つ
い
て
考
え
る
⑫

変
化
の
兆
し

近
隣
地
域
の
代
表

初代公選市長と新市議会議員（1947 年）
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【ギャラリーいけだ】
●久保義裕 日本画展
●理想主義vsリアリティー 
　　森たかみつ・林蘭奈2人展
●“三重奏”堀百合子・児玉えり子二人展
●“三重奏”鎌谷卓之個展

1/8㈬～13㈷

1/15㈬～20㈪
1/22㈬～27㈪
1/29㈬～２/3㈪

1/8㈬～13㈷

1/15㈬～20㈪
1/22㈬～27㈪
1/22㈬～27㈪
1/29㈬～２/3㈪

【ギャルリVEGA】
●德治昭童画展
“ほっこりワールド”コラボレーションvol.6
●第14回京都きもの絵師とその仲間たち
●松下由典 木の家具・木の小物展
●伊藤岱玲・花青二人展（陶芸）
●平成26年カルチャーＶＥＧＡ教室展 PART１

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】～１/６㈪、火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団

（☎750・3333）

に
染
め
上
げ
ら
れ
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
は
人
間
の

歴
史
に
一
紀
元
を
画
す
ほ
ど
の
大
き
な
変

容
を
も
た
ら
せ
た
。

　

日
本
に
つ
い
て
い
え
ば
、「
占
領
軍
に

よ
る
戦
後
改
革
」
が
ま
ん
じ
ゅ
う
の
皮
部

分
を
変
え
た
と
す
れ
ば
、
あ
ん
こ
ま
で
変

え
た
の
が
「
高
度
経
済
成
長
」
で
あ
っ
た
。

い
や
、
ま
ん
じ
ゅ
う
を
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ

に
変
質
さ
せ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
は
い
え
、
そ
の
変
質
の
プ
ロ
セ
ス
は
一

様
で
は
な
い
。
国
に
よ
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、

日
本
国
内
に
お
い
て
も
地
域
に
よ
り
多
様

だ
と
い
え
る
。

　

池
田
市
は
、
高
度
成
長
の
20
年
間
で
５

万
余
り
の
人
口
が
倍
増
し
た
。
戦
災
の
影

響
が
比
較
的
少
な
く
、
戦
前
か
ら
の
趣
を

色
濃
く
残
し
て
い
た
池
田
市
も
、
こ
の
間

に
大
き
く
変
ぼ
う
し
て
い
く
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

た
。
農
業
国
の
日
本
は
完
全
に
工
業
国
に

変
ぼ
う
し
、
急
速
な
都
市
化
の
時
代
を
迎

え
た
。「
大
量
生
産
・
大
量
消
費
」「
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
」「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」「
三
種
の
神
器
」「
３
Ｃ
」「
郊
外
化
」

「
団
地
」「
レ
ジ
ャ
ー
」
な
ど
、
時
代
を
象

徴
し
た
の
は
、
こ
ん
な
言
葉
だ
ろ
う
か
。

　

成
長
の
ス
ピ
ー
ド
こ
そ
日
本
は
群
を
抜

い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
は
１
９
２
０
年
代
に

大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
時
代
を
迎
え
、

戦
後
は
覇
者
と
し
て
そ
の
経
済
と
生
活
文

化
を
世
界
に
押
し
広
げ
た
。
戦
災
被
害
が

ひ
ど
か
っ
た
戦
勝
国
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
、

史
上
ま
れ
に
見
る
経
済
成
長
を
遂
げ
た
。

途
上
国
で
は
人
口
が
増
加
し
、
食
糧
生
産

が
人
口
の
伸
び
を
上
回
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス

の
歴
史
家
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
は
、
戦
後
か
ら

70
年
代
半
ば
ま
で
を
「
黄
金
の
時
代
」
と

名
付
け
、次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「（
欧

米
・
日
本
の
）
国
々
の
平
均
的
市
民
は
、

彼
ら
の
両
親
の
時
代
に
は
大
金
持
ち
だ
け

が
で
き
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
こ
の
時
代
が
全
地
球
に
わ
た
っ
て

人
間
生
活
に
も
た
ら
し
た
変
化
は
、
深
く

か
つ
逆
転
不
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
」

「（
そ
れ
は
）
石
器
時
代
の
農
業
の
発
明
と

と
も
に
始
ま
っ
た
７
千
年
、
な
い
し
は
８

千
年
の
歴
史
の
終
わ
り
を
記
し
た
と
主
張

で
き
る
だ
ろ
う
」（『
20
世
紀
の
歴
史
』、

１
９
９
６
年
）　

　

高
度
経
済
成
長
は
、
日
本
に
限
ら
ず
世

界
的
現
象
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
世
界
が

戦
後
の
覇
権
国
家
・
ア
メ
リ
カ
の
色
合
い

　　

日
本
が
敗
戦
し
た
１
９
４
５
（
昭
和

20
）
年
か
ら
数
え
て
、
今
年
８
月
に
は
69

年
に
な
る
。
１
年
前
に
こ
の
連
載
を
始
め

た
と
き
、
古
希
に
近
い
歳
月
を
「
戦
後
」

と
い
う
こ
と
で
一
つ
に
く
く
れ
る
か
、
戦

後
は
終
わ
っ
た
と
い
う
人
も
あ
る
、
し
か

し
ま
だ
続
い
て
い
る
と
の
主
張
も
あ
る
。

で
は
、「
戦
後
」
と
は
、「
池
田
の
戦
後
」

と
は
何
か
を
探
っ
て
み
た
い
と
書
い
た
。

　

そ
の
際
に
予
告
し
た
通
り
寄
り
道
、
迷

い
道
の
連
続
で
、
池
田
市
政
の
周
辺
を
垣

間
見
た
だ
け
、
戦
後
10
年
ほ
ど
を
た
ど
っ

た
だ
け
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
も
あ

れ
、
年
が
改
ま
っ
た
の
を
機
会
に
時
間
を

前
に
進
め
、
１
９
５
０
（
昭
和
30
）
年
代

半
ば
か
ら
約
20
年
の
高
度
経
済
成
長
期

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

こ
の
間
に
日
本
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総

生
産
）
が
年
ご
と
に
10
㌫
増
加
し
、
１
９

６
８
（
昭
和
43
）
年
に
は
資
本
主
義
世
界

で
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
地
位
に
駆
け
上
っ

今
年
は
戦
後
69
年

市史編纂だより
さん

102

「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　

     

に
つ
い
て
考
え
る
⑬

高
度
経
済
成
長

ま
ん
じ
ゅ
う
の
皮
と
あ
ん
こ

池田駅前の国道 176号と桜通り（1961 年）
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【ギャラリーいけだ】
●“三重奏”鎌谷卓之個展

●いけだ市民文化振興財団所蔵展“はな” 

●富田好久米寿記念写真展

～２/3㈪

2/5㈬～10㈪

２/26㈬～3/3㈪

～２/3㈪

2/5㈬～10㈪

2/12㈬～17㈪

2/12㈬～17㈪

２/26㈬～3/3㈪

【ギャルリVEGA】
●平成26年カルチャーＶＥＧＡ教室展 PART１

●梅花女子大学短期大学部 生活の美アート展

●平成26年カルチャーＶＥＧＡ教室展 PART２

●阿山たか子 陶芸（小品）うつわ展

●コケラヲトシ.４

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日、2/19㈬～24㈪
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

　

５
年
ご
と
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
池

田
市
人
口
が
最
も
伸
び
た
の
は
１
９
６
０

〜
65
年
で
あ
る
。
増
加
率
は
39
・
６
㌫
、

５
万
９
千
余
の
人
口
が
８
万
２
千
余
と
な

っ
た
。
１
９
７
５
年
に
は
10
万
人
を
超
え

た
。
前
号
に
記
し
た
よ
う
に
、
高
度
成
長

の
20
年
で
ほ
ぼ
倍
増
し
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
市
街
地
人
口
の
増
加
は
大
き
く
は

な
か
っ
た
。
激
増
し
た
の
は
秦
野
や
北
豊

島
な
ど
五
月
山
南
側
の
農
村
地
帯
で
あ
る
。

ま
た
、
１
９
６
０
〜
65
年
に
急
増
し
た
人

口
の
四
分
の
三
が
、
こ
れ
ら
地
域
の
増
加

分
で
占
め
ら
れ
た
。
土
地
利
用
の
変
化
で

は
、
農
地
を
住
宅
と
工
場
に
変
え
た
の
が

転
用
面
積
全
体
の
86
㌫
と
大
部
分
で
あ
っ

た
（
１
９
５
８
〜
64
年
）。

　

池
田
・
石
橋
両
駅
の
市
街
地
近
く
か
ら

広
が
る
農
村
風
景
は
、
高
度
経
済
成
長
期

に
姿
を
消
し
た
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

の
４
割
が
第
一
次
産
業
に
従
事
し
て
い
た

ば
か
り
で
な
く
、
都
市
に
住
む
多
く
の

人
々
に
と
っ
て
農
村
は
、
親
・
き
ょ
う
だ

い
な
ど
ご
く
近
い
親
族
が
い
る
故
郷
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
大
都
市
の
周
辺
に
も
農

村
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
。
大
多
数
の
日

本
人
に
と
っ
て
農
山
村
漁
村
は
、
濃
い
縁

の
あ
る
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　

池
田
は
、
戦
前
の
１
９
３
９
年
に
市
に

な
っ
た
。「
市
」は
都
市
を
意
味
す
る
か
ら
、

そ
の
と
き
か
ら
池
田
は
都
市
で
あ
る
。
小

林
一
三
が
開
発
し
た
室
町
住
宅
地
を
は
じ

め
、
池
田
は
日
本
の
最
も
早
い
大
阪
市
の

郊
外
都
市
と
な
っ
た
。
敗
戦
直
後
の
１
９

４
７
年
の
臨
時
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
池

田
市
に
住
む
人
の
う
ち
農
業
に
従
事
す
る

の
は
14
㌫
、
そ
の
ほ
か
の
大
多
数
は
製
造

業
・
商
業
・
運
輸
通
信
業
な
ど
の
都
市
的

就
業
者
で
あ
る
。
農
業
就
業
者
の
割
合
で

は
、
高
度
成
長
後
の
日
本
の
平
均
値
に
近

い
数
字
に
達
し
て
い
た
。　

　

し
か
し
、
住
宅
や
商
店
が
並
ぶ
都
市
的

風
景
は
、
ほ
ぼ
池
田
駅
や
石
橋
駅
の
周
辺

に
限
ら
れ
て
い
た
。
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
五

月
山
は
市
面
積
の
約
三
分
の
一
を
占
め
、

五
月
山
西
側
か
ら
北
方
に
か
け
て
の
細
河
、

五
月
山
南
方
の
秦
野
、
阪
急
線
以
南
の
北

豊
島
に
は
、
農
村
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
。

高
度
成
長
以
前
の
池
田
の
都
市
的
風
景
は
、

大
海
に
浮
か
ぶ
島
と
い
え
る
。
そ
れ
が
、

高
度
成
長
の
20
年
で
逆
転
し
た
。
農
村
風

景
は
、
都
市
的
風
景
の
大
海
に
浮
か
ぶ
バ

ラ
バ
ラ
な
島
に
な
っ
た
。

　　

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
は
、「
石
器
時

代
の
農
業
の
発
明
と
と
も
に
始
ま
っ
た

７
千
年
、
な
い
し
は
８
千
年
の
歴
史
の
終

わ
り
を
記
し
た
と
主
張
で
き
る
だ
ろ
う
」。

前
号
で
紹
介
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家

ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
の
言
葉
で
あ
る
。
農
業
、

も
う
少
し
広
く
第
一
次
産
業
は
、
長
い

間
、
人
間
の
あ
り
方
に
絶
大
な
影
響
を
与

え
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
役
割
の

「
終
わ
り
」
は
歴
史
を
画
す
る
大
変
化
を

意
味
し
た
。

　

日
本
で
高
度
成
長
の
始
ま
る
１
９
５

５
（
昭
和
30
）
年
で
は
、
ま
だ
職
に
就
く

人
々
の
41
㌫
が
第
一
次
産
業
に
携
わ
っ

て
い
た
。
高
度
成
長
の
20
年
間
で
、
第
一

次
産
業
就
業
者
は
13
㌫
に
激
減
し
た
。
し

か
も
「
三
ち
ゃ
ん
農
業
」
に
な
っ
た
。
一

家
の
大
黒
柱
は
都
会
で
働
き
、
か
あ
ち
ゃ

ん
、
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
す
る

農
業
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

高
度
成
長
の
前
ま
で
、
日
本
で
働
く
人

石
器
時
代
以
来
の
変
化

市史編纂だより
さん
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「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　

     

に
つ
い
て
考
え
る
⑭

大
都
市
近
郊
農
業

池
田
市
の
農
村
風
景

石橋から池田駅方面を望む（1960 年代後半）
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【ギャラリーいけだ】
●富田好久米寿記念写真展
●見つつ見つめられながら （入江祐加）
●鴇汎展　山本鴇汎（嘉家男）
●伊澤友梨墨彩画展「そして、今」
●花咲く絵画展～小林尚子～

～3/3㈪
3/5㈬～10㈪
3/12㈬～17㈪
3/19㈬～24㈪
3/26㈬～31㈪

～3/3㈪
3/5㈬～10㈪
3/5㈬～10㈪
3/12㈬～17㈪
3/19㈬～24㈪
3/26㈬～31㈪
3/26㈬～31㈪

【ギャルリVEGA】
●コケラヲトシ.４
●藤原幸雄作品展（絵画）
●彩の会（油彩画）
●カルチャーサロン半蔵作品展 併設 亀井良絵画展
●片岡宏幹 回顧展（金工）
●平成26年カルチャーＶＥＧＡ教室展 PART3
●四人展（油彩画の仲間達）

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

港
の
拡
張
と
万
国
博
覧
会
関
連
事
業
の
高

速
道
路
・
幹
線
道
路
の
建
設
が
き
っ
か
け

で
あ
っ
た
。
１
９
６
０
年
代
の
半
ば
か
ら

後
半
の
時
期
で
あ
る
。
農
地
は
買
収
さ
れ

て
大
幅
に
減
っ
た
。「
田
ん
ぼ
が
な
く
な

っ
た
」「
後
継
者
が
な
く
な
っ
た
」、
そ
の

う
え
農
作
物
を
「
作
っ
て
売
る
だ
け
で
、

何
が
出
て
き
ま
す
ね
や
、
肥
料
と
か
。
自

分
の
労
力
考
え
た
ら
ダ
メ
な
ん
で
す
よ
」。

農
業
は
、
も
う
け
仕
事
で
は
な
く
な
っ
た
。

「
そ
の
空
港
に
取
ら
れ
て
残
っ
て
た
田
ん

ぼ
が
３
０
０
㌃
か
ら
あ
っ
た
ん
で
す
わ
。

あ
っ
こ
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
ま
し
た
ん

や
ウ
チ
も
」。
１
９
９
０
年
代
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
か
つ
て
の
農
地
に
は
工
場
も
増

え
た
。
今
で
は
こ
の
地
区
に
「
ほ
と
ん
ど

田
ん
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
わ
ね
」
と
い
う
。

　

一
家
総
出
で
働
き
、
近
隣
と
協
働
す
る

な
ど
の
農
的
生
活
は
、
都
市
か
ら
遠
い
も

の
に
な
っ
た
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

り
し
て
」（
２
０
０
６
年
７
月
18
日
採
話
）。

　

１
９
６
０
年
代
に
な
る
と
耕
運
機
な
ど

農
業
機
械
が
出
て
き
た
。

　

地
区
に
は
、
実
行
組
合
に
加
入
す
る
60

軒
く
ら
い
の
農
家
が
あ
っ
た
。「
そ
の
時

分
に
は
相
当
、
田
ん
ぼ
も
あ
り
、
皆
そ
れ

ぞ
れ
一
生
懸
命
に
、
自
分
な
り
に
作
物
を

作
っ
て
ね
」「
石
橋
に
持
っ
て
行
っ
た
り
、

池
田
に
持
っ
て
行
っ
た
り
、
商
店
の
方
に

ね
、
売
る
わ
け
で
す
ね
」。

　

農
業
に
は
家
を
超
え
た
協
働
作
業
が
欠

か
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
組
織
し
た
の
が

実
行
組
合
で
あ
る
。「
な
ん
か
あ
っ
た
ら

組
合
員
集
ま
れ
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で

い
ろ
ん
な
事
業
、
溝
掘
り
、
草
刈
り
い
う

も
ん
を
ね
、
せ
や
な
か
っ
た
ら
個
人
的
に

は
で
き
な
い
で
す
か
ら
ね
。
そ
の
時
分
か

ら
い
ろ
ん
な
用
水
と
し
て
、
こ
こ
か
ら
石

橋
に
上
が
っ
て
」「
瀬
川
の
ね
、
地
域
ま

で
水
を
取
り
に
行
く
ん
で
す
わ
」「（
溝
掘

り
）
せ
な
ん
だ
ら
十
分
に
水
が
こ
っ
ち
に

来
な
い
」。

　

作
物
は
米
と
裏
作
に
野
菜
を
作
っ
た
。

そ
れ
に
イ
チ
ゴ
。「
イ
チ
ゴ
を
ウ
チ
ら
で

も
１
反
か
ら
や
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
、
ず

ー
っ
と
ね
。
こ
ら
大
変
で
す
、
な
か
な
か
。

そ
れ
の
手
入
れ
せ
な
い
か
ん
、
肥
料
は
や

ら
な
草
は
生
え
て
く
る
わ
ね
。
ち
ゃ
ん
と

し
て
、
ワ
ラ
ひ
い
て
、
ビ
ニ
ー
ル
ひ
い
て
」。

　

豊
島
南
地
区
の
農
業
が
消
滅
状
態
に
な

っ
た
の
は
、
国
際
空
港
化
に
伴
う
大
阪
空

　　

前
回
、
高
度
経
済
成
長
期
に
池
田
市
の

農
村
は
、
都
市
化
の
大
波
に
飲
み
込
ま
れ

た
と
述
べ
た
。
戦
後
の
池
田
市
農
業
の
状

況
と
そ
の
激
変
の
様
子
に
つ
い
て
、
当
事

者
の
辻
本
義
雄
さ
ん
の
話
に
耳
を
傾
け

て
み
よ
う
。

　

北
今
在
家
は
、
か
つ
て
は
箕
面
川
下
流

の
左
岸
に
位
置
す
る
村
で
あ
っ
た
。
現
在

の
豊
島
南
地
域
に
あ
た
る
。
辻
本
さ
ん
は

１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
に
戦
地
か
ら
復

員
し
、
妻
や
父
・
母
の
一
家
で
農
業
に
精

を
出
し
た
。
本
人
も
父
親
も
会
社
勤
め
を

す
る
兼
業
農
家
で
あ
る
。
農
地
は
３
〜
４

反
あ
っ
た
が
、
戦
時
下
で
の
伊
丹
空
港
の

拡
張
や
道
路
の
拡
張
で
２
反
足
ら
ず
に

減
っ
て
い
た
。

　
「
ま
だ
そ
の
時
分
は
牛
も
お
り
ま
せ
ん

し
ね
。
機
械
も
な
か
っ
た
で
す
な
。
し
か

し
ま
ぁ
、
家
内
労
力
で
い
こ
う
言
う
て

ね
。
備
中
（
ぐ
わ
）
で
ゴ
ン
ゴ
ン
ゴ
ン
や

り
も
っ
て
、
そ
の
合
間
に
い
ろ
ん
な
牛
と

か
ね
、
い
ろ
ん
な
も
ん
を
ち
ょ
っ
と
お
借

北
今
在
家
の
農
業

市史編纂だより
さん

104

「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　

     

に
つ
い
て
考
え
る
⑮

協
働
作
業

水田が広がる豊島南地域（昭和42年）

マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
転
用
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【ギャラリーいけだ】
●原田明治絵画展－建物と静物のア・ラ・カルト－
●諏訪正和絵画展～油彩・水彩・色鉛筆～
●花と葉っぱのコラボアート展（二人展）
●青井美弥子回顧展

4/2㈬～7㈪
4/9㈬～14㈪
4/16㈬～21㈪
4/30㈬～5/5㈷

4/2㈬～7㈪
4/2㈬～7㈪
4/9㈬～14㈪
4/16㈬～21㈪
4/16㈬～21㈪
4/23㈬～28㈪
4/23㈬～28㈪

【ギャルリVEGA】
●平成26年カルチャーＶＥＧＡ教室展 PART4
●手仕事の仲間展
●第5回「伊澤友梨」墨彩画教室作品展
●平成26年カルチャーＶＥＧＡ教室展 PART5
●花と葉っぱのコラボアート展（六人展）
●「妖精の森ウエディング」プリザで紡ぐ幸せ
●手描染色 しらゆり会

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉５万円（展示販売不可）
〈ギャルリVEGA〉15万円（ブロックの分割
　使用＝７・10万円＝、展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

あ
る
が
、
一

番
こ
た
え
た

の
は
、
細
河

に
比
べ
「
数

百
倍
く
ら
い

土
地
が
あ

る
」
産
地
が

地
方
に
広
が

っ
た
こ
と
で

あ
る
。
細
河

の
職
人
が
技
術
を
伝
授
し
た
地
域
も
少
な

く
な
か
っ
た
。
し
か
し
大
土
地
生
産
に
対

し
、
狭
い
と
こ
ろ
で
の
生
産
で
は
価
格
競

争
で
か
な
わ
な
か
っ
た
。

　

池
田
や
石
橋
の
駅
に
近
い
農
地
は
、
宅

地
や
業
務
地
に
転
換
で
き
た
。
し
か
し
、

市
街
化
調
整
区
域
で
土
地
の
売
買
が
規
制

さ
れ
て
い
る
細
河
は
そ
れ
も
難
し
い
。
第

一
、
団
地
が
建
設
さ
れ
た
伏
尾
台
を
別
に

し
て
、
駅
に
遠
く
道
路
区
画
も
さ
れ
て
い

な
い
細
河
で
は
、
土
地
の
買
い
手
は
少
な

い
だ
ろ
う
。

　
「
今
に
な
っ
て
中
途
半
端
な
土
地
が
よ

う
け
残
っ
て
し
ま
っ
て
ね
」「
後
継
者
減

っ
て
し
も
う
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
さ
れ

て
し
も
う
て
」「
今
一
番
ち
ょ
っ
と
し
ん

ど
い
時
期
で
ん
ね
ん
。
ど
う
す
る
か
と
い

う
の
が
ね
」。

　
「
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
問
い
に
、
答

え
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
籔
内
さ
ん
の
悩

み
は
深
い
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

を
取
っ
て
く
る
わ
け
で
す
」「
持
っ
て
帰

っ
て
接
い
で
増
や
し
た
り
」「
鳥
取
辺
り

と
か
、
兵
庫
県
の
奥
辺
り
に
行
っ
て
ね
」

「
そ
れ
を
園
芸
組
合
へ
、
市
場
へ
出
す
わ

け
で
す
わ
」。

　

敗
戦
か
ら
高
度
成
長
ま
で
の
10
年
は
、

植
木
業
再
生
の
準
備
期
間
で
あ
っ
た
。

　
「（
昭
和
）
30
年
ぐ
ら
い
か
ら
40
年
ぐ
ら

い
ね
」「
そ
の
時
代
が
一
番
わ
り
か
し
手

間
い
っ
た
け
ど
、
金
が
上
が
っ
た
」「
全

国
に
（
細
河
の
植
木
が
）
ざ
ー
っ
と
広
が

っ
て
し
も
う
て
ね
」「
も
う
地
方
か
ら
見

学
が
、
シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
た
ら
、
観
光
バ

ス
で
来
る
ぐ
ら
い
ね
」。
さ
ら
に
「（
１
９

７
０
年
の
）
万
博
時
代
ぐ
ら
い
の
と
き
か

ら
、10
年
ぐ
ら
い
が
一
番
良
か
っ
た
」「
流

通
が
激
し
く
、作
っ
た
も
ん
全
部
売
れ
る
」。

　

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
建
設
さ
れ
、
全

国
的
に
も
住
宅
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
、

植
木
需
要
が
激
増
し
た
の
で
あ
る
。
長
年

蓄
積
さ
れ
た
技
術
が
生
き
、
細
河
の
植
木

は
全
国
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

細
河
で
は
「
家
も
割
合
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
」「
植
木
の
収
入
が
あ
っ
た
さ
か
い

な
っ
た
。
普
通
の
百
姓
だ
け
や
っ
た
ら
、

10
㌃
や
20
㌃
の
百
姓
し
と
っ
た
ら
、
ほ
ん

な
ん
家
建
ち
ま
へ
ん
が
な
」。

　

し
か
し
、
こ
の
盛
況
は
大
阪
で
開
か
れ

た
花
と
緑
の
博
覧
会
（
１
９
９
０
年
）
を

最
後
に
、
パ
ッ
タ
リ
と
や
ん
だ
。
マ
ン
シ

ョ
ン
が
多
く
な
り
需
要
が
減
っ
た
こ
と
も

　　

前
号
の
北
今
在
家
の
場
合
で
見
た
と
お

り
、
高
度
経
済
成
長
期
に
池
田
の
農
業
は

壊
滅
に
近
い
状
態
に
な
っ
た
。
し
か
し
逆

に
、
高
度
成
長
に
伴
っ
て
発
展
し
た
農
業

も
あ
っ
た
。
細
河
の
植
木
業
で
あ
る
。
籔

内
𠮷
清
さ
ん
は
、「
五
葉
松
の
籔
内
」
で

知
ら
れ
た
「
農
の
匠
」
で
あ
る
。
戦
後
す

ぐ
、
14
歳
か
ら
植
木
業
を
始
め
た
。
こ
の

人
の
話
を
通
し
て
、
植
木
業
の
盛
衰
を
探

っ
て
み
よ
う
（
２
０
０
６
年
７
月
11
日
採

話
）。

　

細
河
は
山
に
囲
ま
れ
た
谷
底
平
野
、
土

地
は
狭
く
粘
土
質
で
作
物
に
恵
ま
れ
な
か

っ
た
。
だ
が
、
高
温
多
雨
・
排
水
良
好
、

そ
れ
に
大
消
費
地
に
近
い
な
ど
、
植
木
の

生
産
に
は
適
し
て
い
た
。
細
河
の
植
木
業

は
、
江
戸
時
代
ご
ろ
に
は
始
ま
っ
て
い
た

と
い
う
。

　

た
だ
、
戦
時
中
に
は
長
い
空
白
期
間
が

あ
り
、
戦
後
の
再
開
に
は
困
難
が
多
か
っ

た
。「
植
木
の
材
料
も
な
い
わ
け
で
す
。

挿
し
木
す
る
い
う
て
も
、
元
が
な
い
わ
け

で
す
」「
四
国
に
飛
ん
で
五
葉
松
の
苗
木

細
河
の
植
木

市史編纂だより
さん
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に
つ
い
て
考
え
る
⑯

全
国
ブ
ラ
ン
ド

五葉松などを植えている細河の植木畑

一
番
し
ん
ど
い
時
期



【ギャラリーいけだ】
●青井美弥子回顧展（絵画）
●薗まゆみワールド（絵画）
●山本正二・吉田哲夫ふたり展（絵画）
●「お～い雲’14」碇貴代司 パステル画展
●松本保佑 油彩画展

～5/5㈷
5/7㈬～12㈪
5/14㈬～19㈪
5/21㈬～26㈪
5/28㈬～6/2㈪

～5/5㈷
5/7㈬～12㈪
5/14㈬～19㈪

5/21㈬～26㈪
5/28㈬～6/2㈪
5/28㈬～6/2㈪

【ギャルリVEGA】
●“ふ・わ・ふ・わ”〈イラスト・童画・版画〉
●今井画塾Delta展 vol.XV
●ザ・スペース小品展
●大阪空港カルチャースクール・箕面駅前スクール
　合同展（絵画）
●高村喜美子作品展（絵画）
●津田洋・溝渕優 二人展（絵画）

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000万円（展示販売
　不可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロ
　ックの分割使用＝72,000・103,000円＝、
　展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
㈶いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

　　

１
９
６
５
年
の
池
田
市
に
お
い
て
、
仕

事
に
就
く
市
民
の
82
㌫
が
会
社
役
員
を
含

む
雇
用
者
で
占
め
ら
れ
た
。
池
田
市
は
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
街
、
郊
外
住
宅
都
市
で
あ

っ
た
。
と
は
い
え
、
地
域
政
治
を
見
る
と
、

商
業
者
の
存
在
感
が
際
立
っ
て
い
る
。
例

え
ば
、
１
９
６
７
年
選
出
の
池
田
市
議
会

議
員
の
う
ち
、
地
元
商
人
出
身
で
あ
る
こ

と
が
確
か
な
議
員
は
、
少
な
く
と
も
定
数

の
三
分
の
一
前
後
を
占
め
た
。
市
民
全
体

の
中
で
の
比
率
よ
り
、
は
る
か
に
高
い
率

で
あ
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
議
員
に
立
候

補
す
る
の
は
困
難
、
地
域
に
目
を
向
け
る

余
裕
も
乏
し
い
。
そ
れ
に
対
し
、
商
人
は

生
業
が
地
域
社
会
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る

だ
け
に
、
地
域
政
治
へ
の
関
心
が
強
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
池
田
市
の
商
業
も
ま

た
高
度
経
済
成
長
の
大
波
に
洗
わ
れ
た
。

　
（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・

芝
村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

業
環
境
が
変
化
し
、
両
町
の
商
業
が
衰
え

た
。
後
の
商
業
者
の
高
齢
化
も
衰
退
を
加

速
さ
せ
た（
２
０
１
０
年
４
月
３
日
採
話
）。

　

池
田
市
に
は
、戦
前
か
ら
阪
急
「
池
田
」

駅
と
「
石
橋
」
駅
周
辺
に
商
店
街
が
あ
っ

た
。
西
本
町
・
新
町
の
後
退
と
対
照
的
に
、

商
業
地
の
顔
に
浮
か
び
上
っ
て
き
た
の
は

両
駅
周
辺
で
あ
る
。
鈴
蘭
灯
と
ア
ー
ケ
ー

ド
は
、
大
正
・
昭
和
初
期
に
大
都
市
モ
ダ

ン
の
表
れ
と
し
て
出
現
し
た
。
本
町
・
栄

町
商
店
街
は
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に

鈴
蘭
灯
を
取
り
付
け
、
ア
ー
ケ
ー
ド
は
本

町
・
栄
町
が
１
９
５
９
年
、
石
橋
は
１
９

６
２
年
に
完
成
し
た
。
石
橋
で
薬
局
を
営

ん
で
い
た
西
ト
ミ
エ
さ
ん
は
、「
栄
町
い

う
た
ら
も
う
大
都
会
」「
石
橋
か
ら
見
た

ら
…
」
と
語
っ
て
い
る
（
２
０
０
９
年
３

月
23
日
採
話
）。
高
度
経
済
成
長
の
開
始

期
（
１
９
５
０
年
代
半
ば
）、
商
店
と
映

画
館
な
ど
娯
楽
施
設
が
集
ま
る
池
田
周
辺

は
、
石
橋
に
比
べ
「
大
都
会
」
と
映
っ
た

の
で
あ
る
。

　

井
関
頼
三
さ
ん
は
時
代
の
変
化
を
受
け
、

１
９
５
４
年
に
本
町
商
店
街
に
喫
茶
店
を

開
く
。
許
可
を
取
り
に
行
っ
た
保
健
所
で
、

「
コ
ー
ヒ
ー
売
れ
ま
っ
か
？
」
と
言
わ
れ

た
。
次
に
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
売
り
出

し
た
。
こ
れ
も
「
非
常
に
人
気
」
で
、
十

三
か
ら
こ
ち
ら
で
は
「
一
番
で
出
し
て
い

る
っ
ち
ゅ
う
こ
と
で
」。
極
め
付
け
は「
こ

と
ま
ん
」
と
名
付
け
た
回
転
焼
き
風
焼
き

菓
子
。
最
高
で
一
日
に
７
千
個
売
っ
た
と

い
う
（
２
０
０
９
年
４
月
23
日
採
話
）。

　　

前
号
ま
で
に
見
た
農
業
と
と
も
に
商
業
、

と
く
に
小
売
業
は
地
域
に
密
接
し
た
生
業

で
あ
る
。
池
田
は
、
か
つ
て
北
摂
一
の
物

資
の
集
散
地
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
鉄

道
・
道
路
な
ど
の
輸
送
機
関
の
発
達
に
加

え
戦
時
の
経
済
統
制
な
ど
の
影
響
で
、
戦

前
以
来
、
集
散
地
の
役
割
に
陰
り
が
見
え

始
め
て
い
た
。

　

西
本
町
は
、
呉
服
橋
か
ら
猪
名
川
に
沿

っ
て
広
が
る
街
で
あ
る
。
そ
の
町
で
、
桝

野
き
ぬ
子
さ
ん
は
も
ち
屋
、
中
川
三
郎
さ

ん
は
鶏
肉
屋
を
営
ん
で
い
た
。

　

お
二
人
の
話
に
よ
る
と
、
戦
後
も
し
ば

ら
く
は
西
本
町
が
池
田
で
一
番
繁
華
な
商

業
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
川
西
の
お
客

さ
ん
が
呉
服
橋
を
越
え
て
ね
、
来
て
く
れ

は
っ
た
ん
で
す
よ
」。
新
町
は
そ
の
西
本

町
の
北
側
に
接
し
て
い
る
。能
勢
な
ど「
オ

ク
」
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
木
炭
な
ど
の
商

品
が
卸
さ
れ
、
そ
の
「
オ
ク
」
の
人
た
ち

が
西
本
町
・
新
町
で
買
い
物
も
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
川
西
側
に
独
自
の
商
圏
が
形
成

さ
れ
、
卸
機
能
が
一
層
失
わ
れ
る
な
ど
商

物
資
の
集
散
地

市史編纂だより
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に
つ
い
て
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え
る
⑰

近
代
化
と
新
し
い
ニ
ー
ズ

1960年ごろの栄町商店街

商
人
と
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

11 2014.5.1　　池田市ホームページ  http://www.city.ikeda.osaka.jp/



09 2014.6.1　　池田市ホームページ  http://www.city.ikeda.osaka.jp/

【ギャラリーいけだ】
●松本保佑 油彩画展
●第６回山路均油彩画展
●花日和－吉田素子ボタニカルアート展９－
●安田勝彦個展（絵画）
●佐々木麦個展

～6/2㈪
6/4㈬～9㈪

6/11㈬～16㈪
6/18㈬～23㈪
6/25㈬～30㈪

～6/2㈪
～6/2㈪

6/4㈬～9㈪
6/4㈬～9㈪

6/11㈬～16㈪
6/11㈬～16㈪
6/18㈬～23㈪
6/25㈬～30㈪

【ギャルリVEGA】
●高村喜美子作品展（絵画）
●津田洋・溝渕優 二人展（絵画）
●平成26年カルチャーVEGA教室展PART6
●陶工房 悠 作品展
●豊池フォトクラブ写真展
●墨で描く世界遺産展 石橋美紀
●ギャラリーいのうえ 陶芸・絵画教室展
●第12回 深山会会員展

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000万円（展示販売
　不可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロ
　ックの分割使用＝72,000・103,000円＝、
　展示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

パ
ー
と
さ
れ
る
。
６
年
後
の
１
９
６
７
年

に
満
寿
美
町
に
ダ
イ
エ
ー
、
呉
服
町
に
ニ

ッ
シ
ョ
ー
が
出
店
し
た
。
ニ
ッ
シ
ョ
ー
は

さ
ら
に
１
９
７
０
年
に
石
橋
店
を
開
い
た
。

地
元
の
商
人
の
な
か
に
は
、
前
号
に
登
場

し
て
い
た
だ
い
た
井
関
頼
三
さ
ん
の
よ
う

に
、
ス
ー
パ
ー
の
進
出
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
た
人
も
い
た
。「
ダ
イ
エ
ー
さ
ん
な

ん
か
や
っ
た
ら
、
人
呼
ん
で
く
れ
ま
ん
が

な
」。
地
元
の
商
店
が
工
夫
を
凝
ら
し
、

ス
ー
パ
ー
へ
の
人
の
流
れ
を
活
用
す
べ
き

だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
井
関
さ

ん
は
、
本
町
な
ど
古
く
か
ら
の
商
人
に
は
、

保
守
的
な
気
風
が
強
か
っ
た
と
語
る
。

「
皆
、
旦
那
は
ん
だ
ん
ね
ん
わ
」「
あ
る
程

度
、
家
作
、
ま
あ
借
間
を
持
っ
て
る
」「
せ

や
か
ら
割
合
ね
、
こ
う
左
団
扇
の
人
が
多

い
ん
だ
」（
２
０
０
９
年
４
月
23
日
採
話
）。

　

最
初
ダ
イ
エ
ー
は
、
池
田
駅
北
側
の
本

町
に
出
店
の
予
定
だ
っ
た
が
地
元
の
強
い

反
対
で
満
寿
美
町
に
変
更
さ
れ
た
。
新
町

で
紙
・
文
房
具
の
卸
し
を
営
む
前
川
吉
晴

さ
ん
は
、「
当
時
そ
の
本
町
通
で
あ
る
と

か
栄
町
が
、
あ
る
程
度
に
ぎ
や
か
だ
っ

た
」。
だ
が
、
ダ
イ
エ
ー
が
満
寿
美
町
に

行
く
こ
と
で
「
も
う
完
璧
に
逆
に
衰
退
し

た
」
と
。
市
場
会
連
合
会
の
会
長
を
長
く

務
め
た
中
井
久
さ
ん
は
、
ス
ー
パ
ー
の
進

出
は
「
い
や
、
や
っ
ぱ
り
こ
た
え
ま
し
た

ね
」
と
述
懐
し
て
い
る
（
両
者
と
も
２
０

０
９
年
３
月
13
日
採
話
）。

　
（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・

芝
村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

社
の
う
ち
ダ
イ
エ
ー
の
５
位
を
筆
頭
に
ス

ー
パ
ー
が
６
社
を
占
め
、
１
９
７
２
年
に

は
つ
い
に
ダ
イ
エ
ー
が
売
上
額
第
１
位
の

企
業
と
な
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
は
物
価
高
に

挑
戦
し
、
大
量
生
産
に
対
応
し
た
大
量
消

費
を
実
現
す
る
「
流
通
革
命
の
旗
手
」
と

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
高
度
経
済
成
長
期
の

小
売
商
業
界
に
嵐
を
巻
き
起
こ
し
た
の
で

あ
る
。

　

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
と
生
鮮
食
料
品
の
パ

ッ
ク
販
売
は
、
ス
ー
パ
ー
が
採
用
し
た
新

商
法
で
あ
る
。
客
は
市
場
や
商
店
街
と
違

っ
て
店
員
と
話
す
こ
と
な
く
、
黙
っ
て
レ

ジ
で
金
を
払
え
ば
用
が
足
り
た
。
店
に
と

っ
て
は
人
手
を
省
く
こ
と
が
で
き
、
客
に

は
店
員
と
接
触
の
少
な
い
薄
い
人
間
関
係

が
好
ま
れ
た
。

　

パ
ッ
ク
販
売
は
、
商
品
の
清
潔
さ
を
保

ち
、
魚
を
さ
ば
く
な
ど
の
料
理
の
手
間
を

省
い
た
。
ス
ー
パ
ー
が
出
現
し
、
大
型
冷

蔵
庫
と
車
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
種
商
品
の
大
量
の
買
い
置
き
を
可
能
に

し
た
。
買
い
物
は
毎
日
す
る
も
の
で
は
な

く
な
り
、
多
様
な
食
材
を
保
管
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
掃
除
機
や
洗
濯
機
な
ど
家

電
製
品
の
普
及
と
相
ま
っ
て
、
家
事
の
負

担
は
軽
減
し
、
日
常
生
活
の
あ
り
よ
う
を

変
え
た
。
当
時
、
ス
ー
パ
ー
は
身
近
な
生

活
に
「
ハ
レ
の
場
」
を
提
供
し
た
。

　

池
田
市
で
は
、
１
９
６
１
年
に
石
橋
地

区
に
開
店
し
た
ト
ー
エ
イ
が
最
初
の
ス
ー

　

中
内
功
が
大
阪
市
旭
区
千
林
に
「
主
婦

の
店
ダ
イ
エ
ー
」（
１
９
７
０
年
㈱
ダ
イ

エ
ー
に
改
称
）
を
開
店
し
た
の
は
、
１
９

５
７
（
昭
和
32
）
年
で
あ
る
。
１
９
５
９

年
制
定
の
小
売
商
業
調
整
特
別
措
置
法
で
、

中
小
小
売
業
者
保
護
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な

規
制
が
か
け
ら
れ
た
が
、
ス
ー
パ
ー
は
大

量
販
売
と
安
売
り
を
看
板
に
躍
進
し
た
。

１
９
６
０
年
の
小
売
商
業
売
上
額
の
ベ
ス

ト
テ
ン
は
、
す
べ
て
百
貨
店
が
占
め
た
。

そ
れ
が
１
９
７
０
年
に
な
っ
て
、
上
位
11

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

市史編纂だより
さん

107

「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　

     

に
つ
い
て
考
え
る
⑱

池
田
と
ス
ー
パ
ー

ス
ー
パ
ー
と
生
活
革
命

1969 年当時のダイエー池田店（池田市消防協会提供）



12

【ギャラリーいけだ】
●早瀬健二 遺作展
●第３回Dream展 川口美治
●つくってかざろう！真夏の!!つるしマスツリー♪

7/2㈬～7㈪
7/16㈬～21㈷
7/23㈬～28㈪

7/2㈬～7㈪
7/9㈬～14㈪
7/16㈬～21㈷
7/23㈬～28㈪

7/30㈬～8/4㈪
7/30㈬～8/4㈪

【ギャルリVEGA】
●第２回えかきたち展
●第14回ACF川西写真展「四季の山野草と花華」
●水嶋山耀白寿展 －縁（ENISHI）－
●井上浩三 陶展
●「プリジェリ工房」
　木津由美子トールペイント展
●2014カルチャーVEGA教室展 最終回

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000円（展示販売不
　可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロッ
　クの分割使用＝72,000・103,000円＝、展
　示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

街
や
市
場
が
、
川
西
市
な
ど
の
周
辺
都
市

と
比
べ
て
、
チ
ェ
ー
ン
店
や
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
店
と
並
ぶ
存
在
感
を
保
っ
て
い
る
。

再
開
発
が
頓
挫
し
た
石
橋
駅
前
は
、
雑
然

と
し
た
街
並
み
の
中
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

池
田
は
高
度
経
済
成
長
期
の
商
業
の
近

代
化
・
現
代
化
に
遅
れ
を
と
っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
市
議
会
の
構
成

に
表
れ
る
地
元
商
人
の
発
言
力
の
強
さ

（
連
載
⑰
）、
老
舗
の
保
守
性
（
連
載
⑱
）

な
ど
、
池
田
商
業
に
関
わ
る
事
柄
と
無
関

係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
果
た
し

て
近
代
化
・
現
代
化
は
人
々
の
生
活
を
本

当
に
豊
か
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

今
、
立
ち
遅
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
池
田

商
業
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
取
り
組

み
が
起
こ
っ
て
い
る
。「
池
田
ブ
ラ
ン
ド

塾（
お
た
な「
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｉ
」）」は
、「
地

域
資
源
」
と
し
て
の
落
語
に
着
目
し
、
行

政
と
と
も
に
商
店
と
街
の
に
ぎ
わ
い
を
取

り
戻
そ
う
と
す
る
活
動
団
体
で
あ
る
。
そ

の
活
動
を
進
め
る
山
脇
裕
彦
さ
ん
（
和
菓

子
店
経
営
）
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。「
今
は
や
り
の
近
代
的
な
も
ん
（
略
）

ひ
ょ
っ
と
し
て
そ
こ
ま
で
せ
ん
で
え
え
ん

と
ち
ゃ
う
か
な
」「
古
い
ま
ち
で
い
っ
た

方
が
え
え
ん
ち
ゃ
う
か
っ
て
気
も
せ
ん
で

は
な
い
ん
で
す
が
」（
２
０
０
９
年
12
月

９
日
採
話
）。
手
探
り
の
様
子
が
う
か
が

え
る
。
と
は
い
え
、
大
変
興
味
深
い
試
み

で
あ
る
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

を
核
店
舗
と
す
る
商
業
施
設
が
設
け
ら
れ

た
。
す
べ
て
の
事
業
は
、
１
９
８
０
年
代

半
ば
に
完
成
し
た
。
池
田
駅
前
の
景
観
は

一
新
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
石
橋
駅
前
の
再
開
発
は
計
画
段

階
で
頓
挫
し
た
。
商
業
地
の
土
地
・
建
物

の
権
利
関
係
の
複
雑
さ
な
ど
が
、
事
業
の

進
ち
ょ
く
を
阻
ん
だ
と
い
え
る
。
石
橋
駅

前
に
は
雑
然
と
し
た
街
並
み
が
残
さ
れ
た
。

　

商
業
の
変
化
は
、
高
度
経
済
成
長
の
末

期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
は
１
９
７
０
年
代
の
初
め
に
現

れ
、
池
田
で
も
１
９
７
９
年
に
１
号
店
が

開
店
し
た
。
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
も
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期

に
広
が
っ
た
。
１
９
９
０
（
平
成
２
）
年

前
後
に
な
る
と
、
電
気
製
品
・
食
料
品
・

紳
士
服
な
ど
、
特
定
の
分
野
に
特
化
し
た

大
規
模
商
店
が
進
出
し
た
。
ス
ー
パ
ー
は

盛
衰
が
あ
り
、
か
つ
て
ほ
ど
の
勢
い
は
な

い
が
、
多
く
の
都
市
に
定
着
し
た
。
こ
れ

ら
各
種
の
チ
ェ
ー
ン
店
や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
店
の
デ
ザ
イ
ン
は
全
国
一
律
で
あ
る
。

都
市
の
駅
前
や
幹
線
道
路
沿
い
は
、
同
じ

色
彩
同
じ
形
の
建
物
、
そ
の
上
同
じ
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
の
店
で
埋
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
再
開
発
で
実
現
し
た
駅
前
の
風

景
は
、
ど
こ
も
似
通
っ
て
い
た
。
全
国
の

都
市
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
街
ら
し
さ
が
薄

れ
た
。

　

池
田
は
少
し
違
う
。
昔
な
が
ら
の
商
店

　

１
９
７
０
（
昭
和
45
〜
54
）
年
代
に
は
、

多
く
の
郊
外
都
市
に
お
い
て
駅
前
再
開
発

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
池
田
・
石
橋
の
両
駅

を
対
象
に
駅
前
再
開
発
が
始
ま
っ
た
の
は
、

１
９
７
５
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
池
田

駅
前
の
事
業
は
進
ち
ょ
く
し
た
。
阪
急
電

鉄
を
高
架
に
し
、
新
し
い
駅
が
設
置
さ
れ

た
。
駅
の
北
側
で
は
、
広
場
を
整
備
し
て

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設
け
、
地
上
11
階
の

商
業
・
住
居
施
設
が
建
設
さ
れ
た
（
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
Ｎ
）。
駅
の
南
側
に
は
、
地
上

12
階
の
再
開
発
ビ
ル（
サ
ン
シ
テ
ィ
池
田
）

が
建
て
ら
れ
、
上
層
の
住
居
施
設
・
駐
車

場
と
と
も
に
、
ダ
イ
エ
ー
と
ニ
ッ
シ
ョ
ー

池
田
・
石
橋
駅
前
の
再
開
発

市史編纂だより
さん
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「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　

     

に
つ
い
て
考
え
る
⑲

都
市
景
観
の
現
代

立
ち
遅
れ
の
メ
リ
ッ
ト

工事中のステーションN



13 2014.8.1　　池田市ホームページ  http://www.city.ikeda.osaka.jp/

【ギャラリーいけだ】
●北村行敏・田中佳伸二人展
●奥畑司 油彩展
●第4回小西惠子水彩画展
●植物画と折り紙 －いとこ二人展－
（平山桂子・梅本吉広）

7/30㈬～8/4㈪
8/6㈬～11㈪

8/20㈬～25㈪

8/27㈬～9/1㈪

7/30㈬～8/4㈪
7/30㈬～8/4㈪

8/6㈬～11㈪
8/20㈬～25㈪
8/27㈬～9/1㈪

【ギャルリVEGA】
●「プリジェリ工房」
　木津由美子トールペイント展
●2014カルチャーVEGA教室展 最終回
●野本理隆・南條百合香二人展
●2014第3回真夏のサムホール展（前期）
●2014第3回真夏のサムホール展（後期）

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日、8/13㈬～18㈪
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000円（展示販売不
　可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロッ
　クの分割使用＝72,000・103,000円＝、展
　示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

を
き
っ
か
け

に
街
の
様
相

が
変
わ
り
始

め
た
。

　

今
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
は

二
つ
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に

よ
っ
て
一
層

大
き
な
変
化

に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
一

つ
は
外
国
人

居
住
者
の
増

加
。
一
方
で
は
ア
フ
リ
カ
や
東
欧
諸
国
か

ら
の
人
々
が
増
加
し
、
他
方
で
は
中
心
街

の
地
価
・
居
住
費
の
高
騰
で
外
国
の
富
裕

層
が
旧
住
民
に
取
っ
て
代
わ
り
つ
つ
あ
る
。

も
う
一
つ
は
世
界
企
業
の
商
品
と
商
店
が

進
出
し
、
従
来
の
職
人
工
房
や
商
店
が
衰

退
し
て
い
る
こ
と
。
39
歳
の
イ
タ
リ
ア
首

相
レ
ン
ツ
ィ
は
、
前
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
長

で
あ
る
。
危
機
を
打
開
す
る
大
改
革
に
取

り
組
ん
だ
が
、
そ
の
基
本
的
な
方
向
は
観

光
都
市
化
を
徹
底
す
る
こ
と
と
い
う
。
そ

れ
は
正
解
だ
っ
た
の
か
。

　

都
市
の
歴
史
を
現
代
に
生
か
す
と
い
う

点
で
、
池
田
市
に
と
っ
て
も
よ
そ
ご
と
は

思
え
な
い
問
題
で
あ
る
。
マ
ウ
リ
ッ
ツ
ィ

オ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
誇
り
つ
つ
、
変
化

は
「
仕
方
な
い
」
と
つ
ぶ
や
く
の
だ
が
…
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

ン
ツ
ェ
に
置
か
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
戦
後

を
切
り
開
い
た
主
役
も
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

と
い
え
る
。

　

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
ム

ッ
ソ
リ
ー
ニ
軍
に
支
配
さ
れ
て
い
た
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
で
は
、パ
ル
チ
ザ
ン
（
抵
抗
軍
）

が
立
ち
上
が
っ
て
、
ナ
チ
ス
と
フ
ァ
シ
ス

ト
を
追
放
し
た
。
民
主
主
義
へ
の
転
換
に

際
し
、
市
民
が
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
の

で
あ
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を
経
た
が
、
基
本

的
に
は
自
治
的
な
都
市
国
家
で
あ
っ
た
。

市
民
に
よ
っ
て
国
を
運
営
す
る
民
主
主
義

の
原
点
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
は
、
民

主
主
義
・
共
和
主
義
の
精
神
が
底
流
に
流

れ
て
い
た
。

　

マ
ウ
リ
ッ
ツ
ィ
オ
は
滞
在
中
に
毎
晩
の

よ
う
に
議
論
を
し
た
人
で
あ
る
。
１
９
４

９
（
昭
和
24
）
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
生

ま
れ
、
家
具
作
り
の
職
人
で
手
仕
事
を
誇

り
と
し
、
絶
品
の
イ
タ
リ
ア
料
理
を
作
り
、

そ
の
上
、
歴
史
や
美
術
に
つ
い
て
の
造
詣

が
深
い
。
彼
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　

ル
ネ
サ
ン
ス
芸
術
は
職
人
仕
事
の
上
に

華
開
い
た
。
そ
し
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
職

人
仕
事
は
１
９
６
０
年
代
ま
で
数
百
年
に

わ
た
っ
て
健
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
独
立
自

尊
の
職
人
魂
が
共
和
主
義
の
元
で
も
あ
っ

た
。
変
化
が
生
じ
た
の
は
１
９
６
６
年
の

ア
ル
ノ
河
大
洪
水
の
辺
り
と
思
う
。
救
助

に
駆
け
つ
け
た
大
勢
の
外
国
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
定
住
し
、
そ
れ

　

こ
の
５
月
か
ら
１
カ
月
間
、
イ
タ
リ
ア

の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
滞
在
し
た
。
街
を
巡

り
な
が
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
歴
史

都
市
が
現
代
化
の
波
に
い
か
に
対
応
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
号
の
伝
統
的

な
池
田
市
商
業
の
再
生
と
も
通
じ
る
課
題

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
今
号
は
、
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
に
つ
い
て
。

　

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
14
〜
16
世
紀
に
か
け

展
開
さ
れ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
（
文
芸
復
興
）

の
都
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
ン
ト
ロ（
中
心
街
）

の
建
物
と
街
区
は
、
ほ
と
ん
ど
往
時
の
ま

ま
で
あ
る
。
現
に
私
が
滞
在
し
た
ア
パ
ー

ト
は
５
０
０
年
前
の
僧
院
の
建
物
。
ド
ゥ

ー
モ
（
大
聖
堂
）
な
ど
街
の
教
会
や
美
術

館
に
は
、
ダ
ビ
ン
チ
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

な
ど
天
才
た
ち
の
作
品
が
満
ち
て
い
る
。

世
界
の
観
光
客
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
魅
せ

ら
れ
る
理
由
で
あ
る
。

　

１
８
６
１
年
に
イ
タ
リ
ア
の
統
一
が
成

っ
た
と
き
、
そ
の
最
初
の
首
都
は
フ
ィ
レ

ル
ネ
サ
ン
ス
の
都
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「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　
　

に
つ
い
て
考
え
る
⑳

民
主
主
義
と
共
和
主
義
の
伝
統

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
変
化

　マウリッツィオ（写真左）と筆者
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【ギャラリーいけだ】
●植物画と折り紙 －いとこ作品展－
（平山桂子・梅本吉広）
●河野俊也展（絵画）
●佐々木和子展（絵画）
●きもの座.京都Ⅰ（光永鴻皇・鈴木啓子）
●きもの座.京都Ⅱ（大束伸・鳴瀬直幸）

～9/1㈪
９/3㈬～８㈪
９/10㈬～15㈪
９/17㈬～22㈪
９/24㈬～29㈪

～9/1㈪
９/3㈬～８㈪
９/10㈬～15㈪

９/10㈬～15㈪
９/17㈬～22㈪
９/24㈬～29㈪

【ギャルリVEGA】
●2014第3回真夏のサムホール展（後期）
●黄嘴会展
●近藤雄士のつくる木の家具と器展
●元気いっぱい！ 同窓二人展
（前田勘治・森本勲）
●第14回グループ “翔”展
●彩友会作品展

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000円（展示販売不
　可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロッ
　クの分割使用＝72,000・103,000円＝、展
　示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

市
民
の
数
は
増
加
し
、
そ
の
家
族
を
含
め

る
と
通
勤
者
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
族
が
住

民
の
多
数
派
で
あ
る
。
１
９
７
０
年
の
通

勤
者
の
う
ち
、
64
・
７
㌫
と
大
阪
市
に
通

う
人
が
大
部
分
を
占
め
た
。
大
阪
市
に
働

く
場
を
も
つ
人
々
の
郊
外
住
宅
都
市
。
池

田
は
そ
ん
な
性
格
を
さ
ら
に
強
め
た
。
阪

急
石
橋
駅
と
池
田
駅
で
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ワ
ー
の
混
雑
が
一
層
ひ
ど
く
な
っ
た
。

　

池
田
に
押
し
寄
せ
る
人
口
増
の
波
を
受

け
止
め
た
の
が
、
日
本
住
宅
公
団
の
住
宅

団
地
で
あ
っ
た
。
１
９
５
８
年
に
池
田
団

地
、
１
９
５
９
年
に
五
月
ヶ
丘
団
地
、
１

９
６
２
年
に
緑
ヶ
丘
団
地
（
い
ず
れ
も
入

居
年
）
が
造
成
さ
れ
た
。
公
団
住
宅
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
５
階
建
て
、府
営
・

市
営
住
宅
よ
り
一
坪
大
き
い
２
Ｄ
Ｋ
、
ス

テ
ン
レ
ス
流
し
台
、
浴
室
と
水
洗
ト
イ
レ

を
設
け
、
キ
ッ
チ
ン
に
は
い
す
・
テ
ー
ブ

ル
が
置
か
れ
た
。
家
賃
は
公
営
住
宅
よ
り

高
か
っ
た
が
、
団
地
の
モ
ダ
ン
な
し
つ
ら

え
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
の
あ
こ
が
れ
と
な

っ
た
。

　
「
団
地
族
」
と
い
う
言
葉
が
出
現
し
た

の
は
、『
週
刊
朝
日
』
１
９
５
８
年
７
月

20
日
号
が
最
初
と
い
わ
れ
る
。
団
地
に
暮

ら
す
人
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
意
識
が
、

従
来
の
も
の
と
は
異
な
る
と
認
識
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

類
項
目
、
雇
用
者
＝
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
増

加
し
た
。
池
田
で
は
も
と
も
と
雇
用
者
の

比
重
は
高
か
っ
た
が
、
１
９
６
５
年
に
雇

用
者
（
役
員
含
む
）
が
働
く
人
の
中
で
80

㌫
超
と
圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
。
全
国
平

均
を
20
㌫
上
回
っ
て
い
る
。
雇
用
者
の
職

と
住
は
分
離
さ
れ
る
の
が
普
通
で
、
居
住

地
域
は
生
活
＝
消
費
の
場
で
あ
る
。
昼
間

は
居
住
地
に
不
在
の
定
時
制
市
民
と
い
え

る
。
ど
う
し
て
も
、雇
用
者
は
自
営
業
主
・

家
族
従
業
者
に
比
べ
、
地
域
社
会
と
の
関

わ
り
は
薄
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。

　

池
田
の
雇
用
者
に
は
市
内
の
商
店
や
工

場
で
働
く
人
も
い
る
が
、
多
く
は
市
外
へ

の
通
勤
者
で
あ
る
。
１
９
７
０
年
の
市
外

通
勤
者
の
数
は
人
口
の
26
・
１
㌫
で
２
万

４
千
人
余
り
に
達
す
る
。
１
９
６
０
年
か

ら
の
10
年
間
を
見
れ
ば
、
通
勤
者
は
83
・

４
㌫
の
増
加
率
、
人
口
の
伸
び
率
の
59
・

６
㌫
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　

高
度
成
長
の
間
に
、
市
外
に
通
勤
す
る

　

連
載
⑬
か
ら
、１
９
５
０
年
代
半
ば（
昭

和
30
年
代
）
以
後
、
約
20
年
間
続
い
た
高

度
経
済
成
長
期
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

前
回
は
い
わ
ば
番
外
編
と
し
て
イ
タ
リ
ア

の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
見
た
の
だ
が
、
そ
の

歴
史
都
市
の
様
相
が
明
ら
か
に
変
化
し
た

の
は
１
９
６
０
年
代
半
ば
と
語
ら
れ
て
い

た
。
イ
タ
リ
ア
も
高
度
成
長
の
最
中
で
あ

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
ホ
ブ
ズ
ボ
ー

ム
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
連
載
⑬
）、

高
度
経
済
成
長
に
よ
る
社
会
の
大
変
容
は

世
界
的
現
象
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
高
度
経
済
成
長
期
の
池
田

の
農
業
と
商
業
の
激
変
ぶ
り
を
た
ど
っ
た
。

農
業
と
商
業
は
家
族
経
営
が
大
部
分
で
、

大
体
は
仕
事
場
と
住
む
場
が
同
じ
全
日
制

市
民
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
地
域
社
会
の

変
動
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
地
域
と
の

関
わ
り
は
深
く
関
心
も
高
い
。
仕
事
に
就

く
人
の
地
位
別
統
計
で
は
、
多
く
は
自
営

業
主
か
家
族
従
業
者
に
分
類
さ
れ
る
。

　

高
度
成
長
期
に
全
日
制
市
民
は
大
幅
に

減
少
し
、
地
位
別
統
計
の
も
う
一
つ
の
分

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
時
代
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「
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に
つ
い
て
考
え
る
㉑

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

団
地
族

阪急「池田」駅のラッシュ（1976 年）




